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春日橋

竜門橋

竜泉橋

川畑橋

鈴玉橋

日木山橋

網掛橋

吉原橋

吉原歩道橋

龍門滝温泉

龍門滝展望台

蔵王住宅

文旦堂

加治木工業高校

加治木中学校

加治木高校柁城小学校

錦江小学校

龍桜高校

加治木温泉病院

ザ王病院

県姶良・伊佐
地域振興局加治木郵便局

加治木整形外科

鹿児島湾
（錦江湾）

加治木港

川
掛

網

川
山

木

日

か
も
だ
想
い
通
り

仮屋馬場通り

国道10号
線

加治木バイパス

隼人道路

九州自動車道

JR日豊本線

姶良市役所
加治木支所

霧島市

黒川山

蔵王岳

至 隼人

加治木 IC

加治木Ｊ.Ｃ.Ｔ

加治木駅

加治木郷土館

●交通案内
○ J　 R　  　
○バ　ス　　
○自動車

○九州自動車道

日豊本線加治木駅から徒歩 10分
加治木本町バス停から徒歩 10分
鹿児島市街地から 45分
鹿児島空港から 20分
加治木 ICから 5分

〇開館時間

〇休館日　月曜日  (月曜日が祝日・振替休日の場合はその翌日)
　　　　　年末年始（12月 29 日～ 1月 3日）

〇入館料　無料

9：00 ～ 17：00　（入館は 16：30 まで )
●施設案内　

姶良市加治木郷土館
鹿児島県姶良市加治木町仮屋町 250 番地

TEL ・FAX　0995-62-0130

　加治木郷土館は、戦
せん

国
ごく

武
ぶ

将
しょう

島
しま

津
づ

義
よし

弘
ひろ

が築き、江戸時代
には加治木島津家の屋

や

形
かた

であった場所にあります。昭和
12年（1937）10 月１日に加治木町史

し

談
だん

会
かい

創立十周年記念
行事の一

いっ

環
かん

で、加治木の銀行家・原
はら

田
だ

耕
こう

夫
ふ

氏の寄付を受
け開館しました。
　開館当時の建物は、旧加治木図書館（国登録有形文化財）で、
当初は、加治木島津家や加治木の旧

きゅう

家
か

から出
しゅっ

品
ぴん

された資
料が展示され、郷

きょう

土
ど

史
し

家
か

・野
の

田
だ

昇
しょう

平
へい

氏をはじめ加治木町
史談会会員の援助・協力で館内が整備されました。
　太平洋戦争末期に加治木は空

くう

襲
しゅう

を受け、多くの建物が
焼
しょう

失
しつ

しましたが、加治木郷土館は被害を免
まぬが

れ、建物と展
示品は無事でした。戦後の昭和 47 年に新

しん

川
かわ

近
ちか

義
よし

氏の寄
付により現在の建物が建てられ、移転しています。

加治木郷土館の歴史

　野田昇平は、明治 10 年（1877）に、加治木町大字反
たん

土
ど

柳
やなぎ

田
た

に生まれました。絵
かい

画
が

の才能に恵まれ、東京美術学
校（現・東京芸術大学）に進学し、卒業後は、北

ぺ

京
きん

大学や東
京の実

じっ

践
せん

女
じょ

学
がっ

校
こう
（現・実践女子大学）に勤務しました。

　昭和７年（1932）頃、鹿児島に帰
き

郷
きょう

後は郷土史研究に
没
ぼっ

頭
とう

し、日
ひ

木
き

山
やま

洞
どう

穴
けつ

や御
お

里
さと

窯
かま

跡
あと

、天
てん

福
ぷく

寺
じ

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

の調査な
どにも関わり、多くの著

ちょ

書
しょ

を残して郷土史研究の大きな
礎
いしずえ

となりました。また、この頃には美術の専門性を生
かした絵

え

巻
まき

物
もの

『島津義弘一
いち

代
だい

記
き

』の制作に取り掛かり、
約 10年をかけて完成させています。

郷土史家・野田昇平

　昭和 12 年（1937）に開館した
加治木郷土館の準備・運営につ
いては中心的役割を果たし、加
治木の旧家に残る文化財を収集
しました。野田昇平は、まさに
加治木郷土館の生みの親といえ
る人物です。昭和 20 年（1945）、
68 歳で亡くなりました。

姶良市

加か

治じ

木き

郷き
ょ
う

土ど

館か

ん

加治木郷土館



　加治木にゆかりの深い戦
せん

国
ごく

武
ぶ

将
しょう

島
しま

津
づ

義
よし

弘
ひろ

と幕
ばく

末
まつ

から
明
めい

治
じ

時代に活
かつ

躍
やく

した西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

や光
こう

蘭
らん

院
いん

貞
さだ

姫
ひめ

の資料とと
もに、江戸時代の薩

さつ

摩
ま

焼
やき

などを展示しています。

１階

名山楼詩集は、江戸時代の中

頃に加治木島津家６代当
とう

主
しゅ

久
ひさ

徴
なる

が作り、伊
い

藤
とう

世
ぜ

粛
しゅく

が校
こう

訂
てい

・刊行

した漢
かん

詩
し

集
しゅう

です。この版木は薩

光蘭院貞姫の夜
や

具
ぐ

光蘭院貞姫は、加治木島津家出身で幕末

に島津本家の養
よう

子
し

として京都の公
く

家
げ

・近
この

衛
え

家に嫁いだ女性です。夜具は現在の掛
か

け布
ぶ

団
とん

に当たるもので、この夜具は染
せん

織
しょく

や刺
し

繍
しゅう

で飾
かざ

られた豪
ごう

華
か

なものです。

西郷隆盛書「敬
けい

天
てん

愛
あい

人
じん

」【市指定有形文化財】

西郷隆盛が新
あら

たに設
せつ

立
りつ

された私
し

学
がっ

校
こう

加治木

分
ぶん

校
こう

に贈
おく

った書です。西郷の「敬天愛人」の

縦
たて

書
が

きの書は大変めずらしい資料です。

加治木銭
せん

中国・明
みん

時代の貨
か

幣
へい

「洪
こう

武
ぶ

通
つう

宝
ほう

」の裏側に

「加」、「治」、「木」の文字が鋳
い

出
だ

されている

ことから加治木銭と呼ばれています。古
こ

文
もん

書
じょ

加治木銭「治」

名
めい

山
ざん

楼
ろう

詩
し

集
しゅう

版
はん

木
ぎ
【県指定有形文化財】

２階
　明治から昭和に使われていた農

のう

具
ぐ

や工
こう

具
ぐ

などの民
みん

俗
ぞく

資料や、さまざまな生活用品、仏
ぶつ

像
ぞう

、戦争関連資料、
遺
い

跡
せき

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

などを展示しています。

岩
いわ

屋
や

寺
じ

の勢
せい

至
し

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

岩屋寺は平安時代に再
さい

興
こう

されたと伝えら

れ、中
ちゅう

世
せい

から近
きん

世
せい

まで加治木氏や島津氏の庇
ひ

護
ご

を受け栄
さか

えた寺院です。しかし明治初年の

廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

で寺は破
は

壊
かい

され多くの石
せき

仏
ぶつ

が失われ

ました。この勢至菩薩は体の部分が失われ頭
とう

松
まつ

原
ばら

添
ぞえ

遺跡の岩
がん

偶
ぐう

縄文時代後期後半（約 4000 ～ 3500 年前）の岩

偶で、軽
かる

石
いし

を加工して女性の体を表したと考

えられます。縄文人が子
し

孫
そん

の繫
はん

栄
えい

や豊
ほう

穣
じょう

を

祈っていたことをうかがうことができます。

仏像
郷土館には江戸時代に作られたと考えら

れる仏像が数体収
しゅう

蔵
ぞう

されています。右の写

真は「木
もく

造
ぞう

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りつ

像
ぞう

」です。

　不動明王は、大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

が仏
ぶっ

法
ぽう

に従
したが

わない

人々を怒
いか

りの姿で脅
おど

し、教
おし

えに導
みちび

きいれる

姿といわれています。

加治木と薩
さつ
摩
ま
焼
やき

かぼちゃ型鉄
てつ

瓶
びん
【市指定有形文化財】

幕末から明治にかけての活
かつ

躍
やく

した鋳
い

物
も

師
じ

川
かわ

畑
ばた

道
どう

仁
じん

の作品です。道仁はかぼちゃ型鉄瓶を

はじめ、梅
ばい

花
か

型や富
ふ

士
じ

型など高
こう

度
ど

な技術で細
さい

工
く

をした鉄瓶を製作しています。

黒
こく

釉
ゆう

剥
はぎ

地
じ

牡
ぼ

丹
たん

文
もん

梅
めい

甁
ぴん
〔市指定有形文化財〕

加治木氏の一族である木田氏の城
じょう

館
かん

跡

と考えられる市
いちの

頭
がしら

Ｃ遺跡で出土しまし

た。この梅瓶は国内初の出土で、同型の

資料は鎌
かま

倉
くら

時代の元
げん

亨
きょう

３年（1323）に朝
ちょう

鮮
せん

半島沖で沈
ちん

没
ぼつ

した貿
ぼう

易
えき

船
せん
（新
しん

安
あん

沈没船）

の積
つ

み荷
に

の中にある貴
き

重
ちょう

品
ひん

です。

　この当時の加治木氏・木田氏の権
けん

力
りょく

や

経
けい

済
ざい

力
りょく

を表す資
し

料
りょう

といえます。

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の朝
ちょう

鮮
せん

出
しゅっ

兵
ぺい

に出
しゅつ

陣
じん

した島津義弘は、帰国の際に朝

鮮人陶
とう

工
こう

を連
つ

れ帰
かえ

りました。彼らが藩
はん

内
ない

各地で焼
や

き物
もの

を製
せい

作
さく

したのが「薩摩焼」の始まりです。

　加治木では、義弘の指示で朝鮮人陶工・金
きん

海
かい

が茶
ちゃ

器
き

を焼い

た御
お

里
さと

窯、朝鮮人陶工の子孫である

山
やま

元
もと

碗
わん

右
う

衛
え

門
もん

が開いた山
やま

元
もと

窯やその

伝
でん

統
とう

を引
ひ

き継
つ

いだ龍
りゅう

門
もん

司
じ

焼
やき

古
ふる

窯
がま

、江

戸時代に磁
じ

器
き

生産に挑
ちょう

戦
せん

した弥
み

勒
ろく

窯

や日
ひ

木
き

山
やま

皿
さら

山
やま

窯といった薩摩焼窯

跡が発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

されてきました。これ

らの窯跡から出土した大量の陶
とう

片
へん

に

は、陶工たちの優
すぐ

れた製作技術が刻
きざ

まれています。

　また、当館には旧
きゅう

家
か

に伝わった薩

摩焼の優
ゆう

品
ひん

や庶
しょ

民
みん

が日常容器として

使った焼き物も展示していて、薩摩

焼の歴史・伝統を広く学ぶことがで

きます。
御里窯跡出土茶

ちゃ

入
いれ

日木山皿山窯
筒
つつ

形
がた

花
か

瓶
びん

山元窯跡出土皿

龍門司焼三
さん

彩
さい

からから
弥勒窯跡出土皿

島津義弘画像
〔尚古集成館蔵〕

の『加治木古
こ

老
ろう

物語』には江戸時代の

初めに加治木で銭
ぜに

作
づく

りが行われていた

と書かれています。

部
ぶ

のみの石像ですが、戦
せん

国時代の永
えい

正
しょう

６年
（1509）の年

ねん

号
ごう

が入った貴
き

重
ちょう

な資料です。

摩の印刷技術の高さを表す貴重な資料です。


